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された活動，3. 未確定の活動，4. 非生産的活動，5. 規
則のある活動，6. 虚構の活動，を掲げている。また，


































































































5 つの局面（1. 行為，2. 行為の振り返り，3. 本質的
な諸相への気づき，4. 行為の選択肢の拡大，5. 試行）
に分けて説明する ALACT モデル（図 2）を提唱し
た（F. コルトハーヘン，2010）。





















































































































































































30 年度協力校，富山県高岡市立牧野小学校第 5 学
年での“電流がつくる磁力”の単元において，伊勢









ⅰ 　めあて課題「電流の第 3 の働きは何か」を
提示。

































































き銅線には N と S があるのではないかと考え，こ
のことを確かめたいと思うが，いま使っている円状
磁石では極が分からない。そこで， ＜個別交流１＞














た。 ＜実験１の報告＞　＜全体交流 2-1 ＞
＜磁石を近づける実験について＞（A, C, F, G 班）
T：はっきり分かったことは？ 【←⑦ -1】
C5：磁石は S と N があって，電流を流さなかっ




























 ＜実験 1 の報告（想定外）＞　＜全体交流 2-2 ＞
＜銅線ブランコどうしを近づける実験（B 班）＞









 ＜探究課題 2 ＞


























































































































































































銅線ブランコ C11：ねじ芯入り 銅線ブランコ 
100回巻き銅線  
 
・クリップや ・クリップは ・方位磁針は， 
釘は付かない。 しっかり付い ブランコに近 
・砂鉄は反応 たが，100回 づけると，ぶ 
したようだけ 巻き銅線では らぶら動いた。 
ど付くとは言 なく，ねじ芯 ・Nをさす面 
えない。 の端っこに付 と Sをさす面 
・マグチップ いた。 があった。 
は上手にすれ ・電池を入れ 
ば３粒付いた。 替えると方位 
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 ［再実験］；＜実験 2-2 ＞











































































・ 200 回巻きの磁力の強さを調べたい（2 名）
  これを釘で調べたい（1 名）
・ 100 回巻きと 200 回巻きの違いや似ているとこ
ろを調べたい（4 名）




・ 200 回巻きに乾電池 1 個と，2 個をつなげたら
どうなるか











































































































　＜実験 3 ＞での自由な個別交流 3 の様子は，以下
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 -2  
  
  






























　C12 と C8 の実験記録は以下である。
















3 回目 （図で表示） （図で表示）











 ＜個別交流 3-2 ＞
































 ＜個別交流 4 ＞































































ちは 2 通りの捉え方それぞれに対して＜実験 2-2 ＞
を計画し，再実験に取り組んだ。


























 ＜実験 3 の報告とまとめ＞　＜全体交流 6 ＞
C14：100 回巻きと 200 回巻きでは，釘の付く数
は 100 個くらい違っていました。だから，200
回巻きの方の力が強いことが分かりました。
C16：100 回巻き＋鉄＋電池 1 個⇒砂鉄はけっこ
う付いた（図で説明）。200 回巻き＋鉄＋電池























































































　6 月「種子の発芽と成長」と 11 月（今回），単元
終了後に各自の取り組みを振り返る（自己評価）ア
ンケート（1. あまりできなかった．2. 少しできた．
3. だいたいできた．4. できた．の 4 択とし，番号を






































































































































































































































































 （2019 年 5 月 20 日受付）
 （2019 年 7 月 17 日受理）
